
北島遺跡

VI 結誦

1.縄文時代晩期末～弥生時代中期の土器

前述のように、今回の調査では、縄文時代晩期末～弥

生時代中期と考えられる土器が出上した。大半は遺構

に伴わない断片的な資料であり、その厳密な位置づけ

は困難である。

ここでは、北島遺跡の過去の調査で出土した弥生時

代の土器も含め、ごく大まかにその様相と問題点に触

れておくに止めたい。

(1) 縄文時代晩期末～その直後の土器

東北地方南部以南の東日本では、縄文時代晩期末か

らその直後にかけて、大洞A (A 1 • A 2) 式• A'式

系の土器群や千網式・氷I式など浮線文系土器群、そ

してやや遅れて参入する条痕文系土器群や遠賀川式土

器が絡み合いながら、当該地域の弥生黎明期の土器群

を生み出してゆく複雑な状況が見られる。

この時期の土器の様相や編年については、近年の優

れた研究（設楽博己1982、石川日出志1985a、鈴木正

博1985・1987など）によって、 しだいに光が射しつつ

あると言えるが、埼玉県域に限るとこの時期の資料は

断片的であり、諸研究の成果と照合することが困難な

場合も多い。

さて、本遺跡出土の三分岐の浮線文を持つ土器（第

9図1)は、文様が直線化し、沈線文化している点か

ら、嵐山町花見堂遺跡段階の浮線文土器よりも新しい

様相と考える。田部井功による浮線文分類（田部井

1985)では第四類に該当する。あえて近似する例を探

せば、蓮田市関山貝塚、嵐山町屋田遺跡などが挙げら

れようか。花見堂遺跡段階の浮線文を「離山段階」（設

楽1982、石川1985a)並行とすれば、本遺跡例は「ト

チガ原（氷I式）」段階以降となろうし、花見堂遺跡を

「＜花見堂〉段階（千網式3期）」（鈴木1987)とすれば、

それよりも後出の段階と言える。概念の違いはあろう

が、いずれにしても浮線文系士器群では終末に近い段

階である。なお、屋田遺跡の縄文時代晩期終末第II類

土器は、本遺跡出土の第9図13に近似する。

第9図2は、やや古い可能性もあるが不明確である。

県内出土で、第9図6~11・17に近い例としては、

川口市猿貝北遺跡第I刈詳第一類土器が挙げられる。こ

の土器は、日縁部小破片であるが、本遺跡例と同様に、

口縁部直下に幅広の平行沈線が施され、最も日縁に近

い沈線に結節を持つものである。猿貝北遺跡では、こ

の他に、細密条痕を施した後、口縁部直下に3条の幅

広の平行沈線が施される小波状口縁の浅鉢など、細密

条痕を地文とする土器群が出土している。

口縁部直下に幅広の平行沈線が施される深鉢や浅鉢

は、中部高地の浮線文系土器群によく見られるところ

であるが、最も口縁に近い沈線に結節を持つ例が、長

野県茅野市御社宮司遺跡の氷I式の深鉢にある。有肩

の深鉢で、体部には縦方向に細密条痕を施した後、縦

方向に鋸歯状沈線文が描かれる。本遺跡例とは、相遠

点も多いが、こうした文様の系統が中部高地の浮線文

系土器群に辿れる可能性は大きい。

なお、細密条痕については、近年では小林青樹の研

究（小林1991)がある。小林は、細密条痕の出現を東

北南部の大洞A式古段階と考え、関東・中部高地への

波及を氷I式段階とする。

本遺跡第15地点の、口縁下に狭い間隔をおいて断面

三角形状の微隆起線を作出する深鉢（第13図57)につ

いては、明確な類例がみえない。強いて言えば、鈴木

正博が「「荒海1式」比定の粗製土器様式」として挙げ

られた拓影（鈴木1985第10図3)が近い雰囲気を持っ

ている。また、神奈川県横浜市杉田遺跡や長野県岡谷

市経塚遺跡、同南箕輪村北闇根A遺跡には、微隆起線

ではなく稜である点や口唇のキザミは持たない点で相

違はあるものの、関連がありそうな粗製深鉢が見える。

長野の二例は、氷I式段階の浮線文土器に伴っており、
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杉田例も氷I式段階の可能性がある。

第9図4• 5の3条の平行沈線の最も下の沈線を上

にえぐり込んで冗字状文を作出する技法は、氷I式段

階を比較的多く出土した深谷市上敷免遺跡（県事業団

調査）に見られるが、いわゆる如来堂C遺跡の段階を

間においた、四十坂（沖式）段階の再葬墓遺跡神泉村

下阿久原平遺跡でも、埋設土器の甕の肩部文様にも観

察される。このことが、この技法の継続期間が長いこ

とを意味するのか、氷I式段階と四十坂（沖式）段階

の意外な近接性を意味するのか、ここで検討する余裕

はないが、興味がもたれる。

(2) 弥生時代前期末～中期初頭の土器

第14地点③集中区出土の第10図18• 19 • (20) • 21・

22 • 24は同一個体の甕である。吾妻町岩櫃山鷹の巣岩

陰遺跡・倉淵村上久保遺跡・松井田町上人見遺跡・藤

岡市沖II遺跡など北関東西部を中心に見られる、口縁

部がほぼ直立し、肩部に三角連繋文・菱形連繋文・変

形工字文などの文様帯を持つ、いわゆる 「岩櫃山系」

甕形土器の一群に含まれるものと考える。

県内では、岡部町四十坂遺跡・神川町前組羽根倉遺

跡・神泉村下阿久原平遺跡に類例が見られる。

これら甕形土器については、近年では葛西功や石川

日出志・斎藤進・若狭徹などの研究（葛西1984、石川

1985b、斎藤1990、若狭1992など）がある。

1図 甕形土器の文様模式図

本遺跡例は、口縁部文様帯が未発達なこと、上下を

平行沈線で区画された中に三角連繋文が一段のみ配置

される幅狭の胴部文様帯を持ち、かつ、胴部文様帯の

下限が胴部最大径を越えないことなどから、石川分類

の甕形土器Alに該当する。甕形土器Alは、口縁部

文様帯を欠如する他はAlと共通の特徴を持つ甕形土

器A2と多くの遺跡で共伴する。 Alは、下阿久原平

遺跡・沖II遺跡・上久保遺跡・上人見遺跡・吾妻町四

ツ沢遺跡・岩櫃山鷹の巣岩陰遺跡単独出土土器などに

見られ、 A2は、岡部町四十坂遺跡・上久保遺跡・沖

II遺跡などに見られる。上久1剃劃祢では、いわゆる遠

賀川系士器が、沖II遺跡・上久1剃釦祢では水神平式土

器が伴うとされる。近年、 「沖式」として弥生時代前期

末に位置づけられている一群である。

一方、 「岩櫃山系」甕形土器でも、 A3・A4に該当

する岩櫃山鷹の巣岩陰遺跡B群などは、丸子式土器が

伴うことも1井せて弥生時代中期初頭とされている。前

組羽根倉遺跡第 1号再葬墓No.4土器については、かつ

て、岩櫃山鷹の巣岩陰遺跡B群とほぼ同時期の畿内第

II様式並行（新）段階と考えた（書上1985)。

さて、再び本遺跡例に戻ろう。本遺跡例の胴上部文

様帯の三角連繋文(1図）は、他の四十坂（沖式）段

階の三角連繋文と様相が異なり、縦区画沈線が加わっ

たことを除くと、大洞A'式の変形工字文の構成を比較

的良く留めている。三角連繋文については飯島義雄や

~::::::::::::::::::: 
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徳山寿樹の研究（飯島1988、徳山1989)がある。本遺

跡例は、飯島分類に照らすならば、上人見遺跡例や四

十坂遺跡舟形鉢例とともに第1類型となろう。

しかし、飯島も触れているように、これをもって、

本遺跡例や上人見遺跡例が四十坂（沖式）段階の中で、

古い段階に位置するかは難しい。検討は別に委ねるが、

おそらくは、一系列ではなく、いくつかの類型が絡み

合って共存したのが実態で、仮に甕の文様に採用され

ないとしても、例えば鉢などに古い文様構成が1紺寺さ

れ、再び出現するような状況も考え得るかもしれない。

頸部と胴部上半の境に段を作出する例は、実見して

いないため、不明確であるが、美里町如来堂C遺跡・

上人見遺跡•四十坂遺跡・沖II遺跡に有るようである。

同じく第14地点③集中区出土の条痕文系の壺（第11

図32)は、特有の黄白色の胎土を持ち、i般入品の可能

性が考えられる。「貝殻原体の波状文プラス横位直線文

の紋様帯」（谷口1996)に該当し、丸子式に先行する中

期最初頭段階（石黒1985、谷口1993・1996) とされる

一群に含まれると思われる。

谷日は、「「丸子式」は中期の最古段階ではなく、やや

遅れた時期に比定される」ことを強調し、波状文プラ

ス横位直線文の紋様帯を持つ「条痕壺」と伴う段階す

なわち「「岩櫃山」以前で、「中期の頭」の段階力i1i窟実に

存在するはず」と言う。

本遺跡の場合も、前述の三角連繋文を持つ甕が、波

状文プラス横位直線文の紋様帯を持つ「条痕壺」と同

ー集中区で出土したことをどう考えるのかが大きな問

題である。沖式の土器群が、概して安易に弥生時代前

期末に位置づけられることへの警鐘として聞いておき

たい。各遺跡土器群の再検討が早急に必要となろう。

第1号再葬墓出土の甕（第8図1)は、「岩櫃山系」

甕形土器と推定する。胴上部に広義の磨消縄文による

文様帯が予測されること、胴下半部に半裁竹管状の原

体を束ねた粗い条痕か施されることなど、前組羽根倉

遺跡第1号再葬墓No.4土器に近似する点が多い。した

がって、この土器の時期については、ほぼ前組羽根倉

（岩櫃山B群）段階、下っても深谷市上敷免（再葬墓：

北島遺跡

平沢式）段階と思われる。

(3) 弥生時代中期前半の土器

第14地点弥生士壊群SK1出土の第8図2~4は、

中型の細頸壺である。著しい風化のため、文様構成は

不明な点が多い。細頸壺の頸部の沈線区画、縦走羽状

文、縄文施文から、とりあえず、上敷免（再葬墓：平

沢式）段階以降、熊谷市池上（池上式）段階までの幅

の中でとらえておきたい。

第16地点の細頸壺については、区画文的な剌突列点

文や鋸歯状沈線文などから、池上段階以降で、後述の

上敷免（住居：御新田）段階まで下る可能性もある。

(4) 弥生時代中期後半の土器

既に報告がなされている北島遺跡第2• 9 • 10 • 12 

の各地点の調査（浅野他1989、中村1989、大谷1991)

においても、弥生土器力咽泊iされている。これら北島

遺跡でも北側の各地点で出土した弥生土器は、弥生時

代中期後半以降に位置付けられる可能性が高いものが

主体で、第14• 15地点でみられるような中期前半以前

にさかのぽり得るものは含まれない。

第9地点井戸跡出土の胴部上半に縄文が施された甕

は、「吉ヶ谷式土器の祖型」として報告された池上遺跡

甕4類（中島 宏1984)に含めて良いものと考える。

第9地点に隣接する第12地点では、 2本同時施文沈

線で波状文・直線文を描くもの、 1本引き沈線で重四

角文を描くものが出土している。細頸壺の頸部と推定

される破片では、段を作出してそこに区画文的に剌突

列点文を施す例がめだつ。これらに類似するものは、

池上・小敷田遺跡の中にも若干含まれるが、深谷市上

敷免遺跡Y-3 号 •Y-4 号住居跡（瀧瀬ほか1993)

に典型的な例が見られる。 Y-3号1打吾跡出土の細頸

壺は、 3本同時施文沈線による波状文と縄文が重層的

に施文される壺である。頸部に2カ所、頸部と胴部に

1カ所の段が作出され、剌突列点文が区画文的に施さ

れる。伴出した破片資料の中には2本同時施文沈線の

例や重四角文を描く例が含まれる。注目すべきは、同
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-1繹から北島遺跡第9地点出土の甕と近似する池上

遺跡甕4類が出土していることである。この共伴関係

はY-4号住居跡や深谷市宮ヶ谷戸遺跡Y-1号住居

跡でも確認できる。

こうした組み合わせの土器群については、栃木県壬

生町御新田遺跡（細谷・尾花1987)を基に、 「御新田段

階」 （岩上•藤田 1997) あるいは「1卸新田式」（石川 1996·

1997)として最近議論が活発になっている土器群との

関連に注意がはらわれる必要があろう。御新田遺跡で

は、これらに東北地方南部のニツ釜式、中部高地の栗

林式が伴っているとされ、関東地方南部で宮ノ台式と

共伴する 「須和田」系土器についても、「御新田式」の

系統で考えられるものが含まれるという（石川同上）。

林式～百瀬式段階に相当すると思われる櫛描文系土器

が出土している。今後、埼玉県北部における池上段階

以降、寄居町用土平遺跡の段階以前の土器様相を考え

る上で、吉ヶ谷式土器の成立についても絡めて、大い

に検討し、議論すべき問題と考える。

（書上元博）

（追記）

池上遺跡の主体となる土器群（池上式）には、ニッ

釜式に先行する南御山2式が明確に伴う。

今回の発掘調査において、第14地点で再葬墓に近接

して、覆土内に焼骨片や焼土が多醤に含まれる土壊群

か検出されたことは、弥生時代初頭の再葬墓の性格や

疇プロセスを考える上できわめて重要な発見と言え

る。別項を設けて検討する予定であったが果たせず残

念である。出来るだけ早い時期に機会を持つつもりで

ある。北島遺跡第12地点では、前述の土器群に混じて、栗
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